
 

 

 

Ｃ－１３０輸送機による物資投下訓練におけるパラシュートの 

施設区域外への落下について 

 

 平成３０年１２月２１日付広資料第１５１号でお知らせしたこのことについて、

防衛省北関東防衛局より、下記のとおり情報提供がありましたので、お知らせしま

す。 

 

記 

 

○ 情報提供内容 

 １ 第４報 

陸上自衛隊の部隊に保管されていたパラシュートは、米軍のものと確認され

た。 

米軍は、本日（１２月２１日）午後４時過ぎにパラシュートを引き取った。 

 

 ２ 第５報 

１２月１９日（水）午後４時頃、発見場所近隣の事業所の方から板妻駐屯地

に対し、パラシュートが落下したとの連絡があった。 

パラシュートが発見された場所は、東富士演習場西側の裾野市内富士裾野工

業団地付近である（詳細は別紙のとおり）。 

この連絡を受け、同日午後４時半頃、板妻駐屯地が事業所に出向き、パラシ

ュートを回収・保管した。 

１２月２１日（金）午後４時過ぎ、米軍が板妻駐屯地に出向き、パラシュー

トが落下したものであることを確認し、回収した。 

パラシュートの発見場所において、人的・物的被害がないことを確認した。 
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≪パラシュートの概要≫ 

長さ：１５フィート（約４.５７メートル） 

※ なお、長さはパラシュートの直径であるのか縦の長さであるのかは 

不明である。 

色：緑 

材質：軽量のナイロン生地 
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発見場所 

東富士演習場 

(出典：Google Map) 
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